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各種物理指標間関係の時間発展と大規模内陸地震発生との関連性をさまざまな空間スケールでモニタリングするため
の指標（モニタリング指標）を作成することは、地殻活動モニタリング手法の開発や地震発生の統計・物理モデルを構築
する上で重要なアプローチであり、本研究の目標である。そのために、地殻活動を反映した地震活動、GPS、重力異常、
地温勾配等の各種地球科学データを収集してグリッドフォーマットに変換しデータベース化する作業を行ってきた。さ
らに、日本列島内陸地域における物理指標間関係の時間変化とその後の大規模内陸地震発生時期との関連性を統計的に
評価する地殻活動総合相関評価システムを作成し、ともに短い時間スケールで変化する気象庁一元化震源カタログに基
づく地震活動指標（地震エネルギー・地震数）と国土地理院GPSデータに基づく地殻変動指標（面積歪み速度・最大せ
ん断歪み速度）に適用してきた。評価システムは、必要な物理指標の組（少なくとも一方は時間変化を示すもの）、使用
物理指標のグリッド間隔等の各種調整パラメータ、構築しようとするモニタリング指標の定義を入力として要求し、（A）
モニタリング指標の時間変化が特定の傾向を示す期間と（B）大規模（一定マグニチュード以上）内陸地震発生時期との
関連性およびその偶然性を統計的に評価した結果を出力する。今年度は、上記（A）と（B）との関係をまとめた４象限
表（４分割表）に基づく True positive ratio（予知率）や Hit rate（的中率）の確率利得算出による評価に加え、モニタリ
ング指標の時間変化が特定の傾向を示す期間の数とMiss rate（１から Hit rateを引いたもの）との関係をまとめた誤差ダ
イヤグラム（Molchan diagram）による評価を行うことにより、統計的評価の質を高めた。改良評価手法の適用において
も、統計的パフォーマンスの最も優れた物理指標組合せ・モニタリング指標定義が、現時点において地殻活動を最もよ
く反映するものと判定・選択される。この改良評価手法を組み込んだシステムを、昨年度と同じ日本列島内陸地域の地
殻変動指標と地震活動指標に適用した。両物理指標の時空間関係をもとに作成するモニタリング指標を昨年度と同様の
定義とした場合、その時間変化とM >= 6.0の内陸地震本震発生時期との関連性が最も高いと判定された地殻変動指標と
地震活動指標の組合せは、面積歪み速度と地震エネルギーであり、昨年度の確率利得のみによる評価と一致した。今後
データベースを更新することにより、この結果を検証していくことが大きな課題となる。
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